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ここでP-1/T,肌 まトロツタ-分割数であるo Hu(j)はハミルトニアンの最後の項の ｢虚
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｢重い電子系の理論｣




U21- - U12- lEl(kト ㌔=(V2+(El(kト ek)2)1/2
また, Ek=-2tcos(2wk/N),Ea(k)(a= 1･2)= 〔(ek+Ef)±sign(Ek-Ef)((ek
-Ef)2+4V2)1/2〕/2であるo
用いたパラメータは文献2)と同じで,伝導電子の重なり積分 tを1として,V-1(A-




トのf電子数 )は, T>0･5では1不純物の時と変わらない(図1)｡ T<0･5で反強磁性
的相関が成長し始めると同時に,モーメントも減少 し出す｡ (強磁性的に結合した2不純物 2)
とは反対｡また, 1不純物の時,r<0.25で近藤効果によりモーメントが死に始めているこ
とに注意oこのときのTK～0･087)次に図2に同一サイ トでのf電子間の相関<nifTnifl>
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図1 局所モーメントの温度依存性 (U-0(●), 図2 f電子間の局所相関.記号は図1と同じ｡
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